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学校経営方針（中期経営目標） 昨年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）
（成果）

１ 基礎・基本を習得させるきめ細かな学 ・近年合格者がなかった英語検定試験に １ 個々の生徒学力状況に即した教科指導の工夫改善
習指導を実践し、「働きながら学ぶ」定時 個別指導により合格者を出すことがで （１） 基礎・基本の定着を目指した授業（わかる授業）、興味
制本来の教育環境を整える。 きた。 関心を持たせる授業を年間授業計画に従って実践する。

・校内漢字検定において、数年ぶりに （２）教育内容を精選し、教材の創意工夫を図る。
「漢字名人」合格者を出すことがで （３）検定試験や資格取得へのチャレンジ。
きた。

２ 人間としての在り方・生き方を考えさせる生徒指導
２ 教員と生徒のコミュニケーションを大 （課題） （１）カウンセリングマインドに基づいた指導、及び担任によ
切にしながら、生活指導を徹底し、自己 ・全国大会出場においても、外部検定 る面談指導（家庭訪問含む）の充実。
管理能力の育成を図る。 受検においても費用の課題が大きく

著しい改善が難しい。 ３ 生徒の満足度を高めるための研修と実践
・多様化する生徒全体に共通する授業 （１）生徒や保護者、地域の声に耳を傾け、有益な情報や要望

３ 生徒一人ひとりの個性を尊重し、生徒 方法を模索し工夫するものの効果的 を真摯に受け止め、的確かつ迅速にフィードバックする。
が満足する教育活動を推進する。 な授業展開が難しい。 （２）学校行事、生徒会活動、部活動の活性化を図り、学校へ

・進路指導の充実を図るが、生き方の の帰属意識を高める。
モデルを提示しにくい現状があり、
更に工夫改善が必要である。



評価領域 重点目標（取組の重点課題） 具体的方策 評価 成果と課題
個人面談・家庭訪問を実施し生徒個人や家庭状況をしっかりと把握する。 Ｂ

管理・運営 各学期に担任によ
安心・安全で楽しい学校環境 生徒個々の学習状況を把握し、実態に即した授業指導の工夫改善を行う。 Ｂ る面談を実施し、生

徒理解に繋がった。
学校行事や部活動等への積極的な参加を促し、学校の楽しさを味わわせる。 Ｂ 学校行事や部活動

Ｂ も生徒会が中心とな
各関係機関・生徒の出身中学校等との連携を深める。 Ｂ り活発に実施できた。

外部との連携による開かれた 今後も、「学びの場」
学校づくりの推進 保護者・中学生への授業公開や、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用し教育活動をｱﾋﾟｰﾙする。 Ｃ としての学校作りが

課題である。
舞鶴市民新聞等地域新聞や一般紙への広報活動及び舞鶴市教育関係者、中丹地 Ｃ
区各中学校、企業等への広報活動の充実。

教 務 部 生徒の生活状況を把握し、家庭連絡、家庭訪問、中学校や職場との連携をとり、 日常の対話により
原級留置・中途退学の防止強 欠席・欠課・遅刻防止の指導にあたる。特別支援教育会議や欠課指導を効果的に Ｂ 生活状況の把握がな
化 行う。 され、それ自体がま

Ｂ た指導でもあり職員
校内生活体験発表大会への取 働きながら学ぶ生徒の体験交流と発表能力の向上を図るため、校内においても の基本的姿勢になっ
組 その機会を設ける。京都府大会及び全国大会への出場に向け、指導する。 ている新たな取り組

Ｃ みはしたものの校内
生活体験発表会は企
画できなかった。

生徒指導部 始業時から終業時まで適宜複数教員で校内巡回を行い、問題事象を事前に防ぐ。Ｂ 本校生徒が犠牲と
なる事件や家出があ

問題事象の減少に向けた取り ったが、その後は比
組み 主な指導処置については、生徒及び保護者に周知徹底するとともに、希望進路 Ｃ 較的学校も生徒も落

実現に向けてプラス思考で高校生活を送るよう効果的な指導を行う。 ち着きをみせていて、
指導件数もそれほど
Ｂ 多くなかった。細か

各関係機関との連携 警察等と適切に連携し、問題の未然防止に努力する。 い点をいうとまだま
Ｂ だ改善しなければな
らない課題も少なか
らずみられるが、先
生方の協力が得られ、
指導ができたと思う。



進路指導部 個々の生徒実態に即した進路 進路面談を綿密に行うことで、進路実現のための学習課題等の適切な提示及び 進路面談を綿密に
指導 支援を行う。また、できるだけ具体的な人生の方向を示すことで、効果的な進路 Ｃ 行い、進路目標の達

指導を行う。 成も含め、一定効果
をあげることができ
た。

在学生徒の就業指導 ハローワークと日常的に密接な連携をとり、新しい情報を積極的に提供し、就 Ｂ ハローワークとは
業指導を進める。 日常的に連携をとっ

た。生徒の支援に一
４年次の進路指導 進路希望調査、進路面談を効果的に実施し、正社員就職や希望する進学につな Ａ 定の貢献ができた。

げていく。受験対策として、面接指導、学習指導を日常的にに行う。 Ｂ 進路ガイダンス、
進路面談、受験対策

関係機関との連携 就職実績のある企業や生徒の就労先を訪問し、求人開拓を進める。オープンキ を計画的に実行した。
ャンパス、体験入学に関する情報提供及び支援を行う。 企業訪問について

Ｂ はさらにていねいな
活動が必要である。

人権教育部 基本的人権の精神を高める人 人権意識を高め、行動につなげ、豊かな人格形成を培う。 Ｃ 豊かな人格形成と
権学習 いう点ではまだ内容

的に不十分であった。
適切な修学援助 困難な条件を持つ生徒の修学援助を積極的に行い、希望の進路実現を達成する。 Ｂ 修学援助について

は、一定支援の効果
Ｂ はあったが、さらに
綿密な指導が必要で
ある。

保 健 部 食育基本法に基づく浮島分校 食事の大切さを教え、給食の喫食率を上げる指導を行う。 Ｂ 給食を摂るよう生
内での取り組み 徒に訴えた。しかし、

好き嫌いが激しく夏
場の喫食率は悪かっ
た。また自分の周り

日常的な美化活動の指導 水曜日の定期清掃を確実に行うとともに、社会に奉仕する態度を培う取組を行 Ｂ のごみの多さを認識
う。 Ｃ させ取り組みを行っ

たが成果が上がらな
かった。

（担任部） 学習環境の改善と維持 クラスの実態、課題をつかみ改善を促すと共に、教室の美化等学習環境の維持 黒板や床、机の整
第１学年 に取り組む。 Ｂ 理整頓を行った。ま

たＨＲではポイ捨て
等の指導をした。



Ｂ できるだけ原級留
原級留置、休・退学の防止に ホームルーム等で進級・就学に対する意欲を喚起するような話、声かけを行う。 置等は出したくなか
向けた指導 また欠席等が多い生徒に対しては家庭と連携し、その改善に努める。 ったが、結果として

Ｃ 多くの原級留置や休
学、退学が出てしま
った。

第２学年 学習環境の改善と維持 年度当初に個人目標を１つ設定させ、年度を通してその達成に努力させる。ま 個人目標の設定や
た、クラスの実態や課題をHRで生徒と共に考え、状況改善に向けて学級目標を設 学年便りの発行を通
定するなどの手だてを行う。昨年度に引き続き、学年便りなどを通して、行事や Ｂ して、学習状況の改
学習の見通しを持たせると共に、努力している生徒やクラスの様子を取り上げる 善や行事への動機づ
ことで成長への動機付けを行う。 けなどを図ることが

Ｂ できた。しかし、指
学校行事への布石 生徒が各学校行事の意義や目的を認識した上で活動に参加できるように、日頃 導が単発に終わって

から用意周到な布石を行い、その成功に向けて、生徒を中心に取り組ませる。ま しまい、大きな改善
た、行事を通して得られた事柄を、日頃の学習活動に繋げられるように指導する。 Ａ には至らなかった。

あらゆる機会を通し
て指導していきたい。

第３学年 目標の設定を図る。 日々の生活が惰性的にならないよう目標を設定し、計画的な日常が送れるよう 結果的に三名の生
に工夫する。遅刻欠課をしない、やむを得ず欠席をする時は必ず連絡を入れる、 徒が進級不可能な状
提出物は必ず出す、交通ルールは守る、人の嫌がることはしないなどの、人とし Ｂ 況を招いた。一名は
ての当たり前の道理が身に付くような設定を図る。 退学、一名は通信制

への転学、一名は原
Ｂ 級留置である。家庭

原級留置、休・退学の防止に 休学・留年は退学の伏線となる危険性がある。常に生徒との連絡を密にし、き との連絡を密に指導
向けての指導 め細かな指導を行う。時に家庭とも連絡し合い、学校家庭での生活を保護者と同 してきたが、残念な

じ視点で認識しあうよう努める。 結果となった。しか
Ｃ し全体的にみれば三
年生としての自覚も
身に付いてきたと評
価しても良いのでは
ないか。

最高学年に対する自覚 普段の学校生活や学校行事などを通じて最高学年としての自覚や責任感を持た 体育祭や文化祭な
第４学年 せ、他学年の見本となるように努力させる。 Ｂ ど特に学校行事にお

いて、他学年をリー
ドしていた。
四者面談や模擬面
接が功を奏し、学校



進路実現へ向けた取り組み 個別面談など生徒と常にコミュニケーションを取りながら進路実現へ向けた指 Ｂ 斡旋の就職先に多く
導やアドバイスなど効果的な進路指導を行う。 が希望し、生徒のほ

とんどが内定をもら
Ｂ うなど、進路実現に
向けて頑張ってくれ
た。

教科担当 基礎知識の定着 校内漢字検定を軸に基礎力の育成を図る。また、各種検定や資格試験にも目を Ｃ 普段の授業を工夫
向けさせ自主的に学習できる生徒の割合を増やす。 しながら、生徒の学

ぶ姿勢を育てること
魅力ある授業（わかる授業） 教科書の内容に沿いながら学力実態に即した学習プリントや視聴覚教材等を準 を目標にしていたが
の展開 備し授業の展開を図る。また、ステップアップ式の演習プリントを準備するなど Ｂ Ｃ 残念ながら十分な成

工夫をし、達成感を持てるようにする。 果が得られなかった。
日々の授業展開の中で基礎学力回復の取り組みを取り入れる。 学ぶという事をも

っと考えさせる授業
人間の在り方・生き方の指導 各教科において機会あるごとにキャリア教育を取り入れる等工夫し、自分の将 Ｃ 取り組みとしたい。

来についての、生きる知恵や指針を身につける。

ＩＴ情報 ホームページの更新 基本的には各学期ごとに更新を行い新聞記事等、特記事項など更新の必要があ ＨＰに関しては自身
れば検討を進める。 Ｃ のスキル不足から副

校長先生にお願いす
ることになった。

ＩＴ機器の活用 プロジェクターを使った視覚学習やインターネット検索などパソコンを使った Ｃ ＨＰの勉強をして
学習を推進しサポートする。 早く自分自身で更新

Ｃ できるようにしたい。
映画鑑賞等行事な
どにおいてはサポー
トができた。

部活動 全国大会・近畿大会・各種 年間を通して継続的に活動し、技量の向上を図り目標達成を目指す。 特に陸上競技・卓
発表に向けた取組 Ａ Ａ 球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝが活躍

した。

次年度に 生徒の全てを受け容れ対話を密にし、家族としての浮島分校を目指しているが、「学びの場」としての場面が少し弱い。この厳しい世の中
向けた改善 で自分の力で生き抜く生徒を育てるには、やはり「学力」というものは大切である。よって、次年度は、授業を中心とした「学びの場」作り
の方向性 を第1目標としたい。


